
52

浄法寺校の軌跡

岩手日報　平成26年9月15日　掲載
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浄法寺校の軌跡

岩手日報　平成26年1月19日　掲載

二戸市社会福祉協議会浄法寺支所広報「ふれあい」
平成27年7月1日発行第47号　掲載
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浄法寺校の軌跡

岩手日報　平成27年11月7日　掲載
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記　録

岩
手
県
立
福
岡
高
等
学
校
浄
法
寺
校
閉
校
式
典
は
、
卒
業

式
に
引
き
続
き
、
平
成
二
十
八
年
三
月
五
日
午
後
二
時
よ

り
、
同
校
体
育
館
で
挙
行
さ
れ
た
。
卒
業
生
、
在
任
し
た
旧

職
員
な
ど
二
百
名
以
上
が
参
列
し
た
。
目
時
一
哉
校
長
に
よ

る
式
辞
、
八
重
樫
勝
岩
手
県
教
育
委
員
会
委
員
長
に
よ
る
告

辞
、
閉
校
事
業
実
行
委
員
会
会
長
で
あ
る
三
浦
利
章
同
窓
会

長
の
挨
拶
に
続
き
、
歴
代
校
長
・
振
興
会
長
・
同
窓
会
長
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
学
校
医
・
学
校
薬
剤
師
・
教
育
活
動
功
労
者

へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
引
き
続
き
藤
原
淳
二
戸
市
長
・

平
賀
信
二
岩
手
県
高
等
学
校
長
協
会
会
長
に
よ
る
来
賓
挨
拶

と
続
き
、
生
徒
代
表
の
荒
木
瑞
穂
さ
ん
が
、「
私
は
、
四
階

の
図
書
室
の
窓
か
ら
見
下
ろ
す
静
か
な
浄
法
寺
の
景
色
が
好

き
で
し
た
。
か
つ
て
こ
の
場
所
で
響
い
て
い
た
先
輩
方
の
声

が
、
み
な
さ
ま
の
記
憶
の
中
か
ら
消
え
な
い
こ
と
を
願
い
ま

す
。
私
た
ち
九
名
に
は
、『
卒
業
』
の
二
文
字
が
『
私
た
ち

の
代
で
浄
法
寺
校
の
幕
を
閉
じ
た
の
だ
』
と
い
う
も
う
一
つ

の
重
み
を
持
っ
て
記
憶
に
残
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。」
と
、

浄
法
寺
校
へ
の
感
謝
の
思
い
を
述
べ
た
。
最
後
に
校
歌
を
高

ら
か
に
歌
い
上
げ
、
閉
校
式
典
は
幕
を
閉
じ
た
。

午
後
五
時
か
ら
は
、会
場
を
浄
法
寺
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｊ
ホ
ー

ル
に
移
し
、「
感
謝
す
る
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
約
百
八
十

名
が
参
加
し
、
懐
か
し
い
再
会
の
な
か
思
い
出
を
語
り
合
っ

た
。
限
ら
れ
た
時
間
で
名
残
は
尽
き
な
か
っ
た
が
、
最
後
は

参
加
者
全
員
で
万
歳
三
唱
を
し
、
散
会
と
な
っ
た
。

岩
手
県
立
福
岡
高
等
学
校
浄
法
寺
校
　
閉
校
式
典

お世話になった浄法寺校 最後の卒業式


